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しJH（round　1），　FR3A，　VLJH（round　2）のprimer
を用いてseminested　PCRを施行した．
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ま　と　め
　本法により3例中2例が口腔MALTリンパ腫と
診断でき，フォルマリンパラフィン切片から補助診
断が可能であることが示唆された．
PA－5e
ヒト大腸癌におけるFas／：FasLの
発現と意義
17例 のホルマリン固定パラフィン包埋切片に対
し，抗Fasポリクローナル抗体（ニチレイ），抗
FasLポリクローナル抗体（Santa　Cruz）を用い，
SAB法にて免疫染色を施行した．80％以上の癌細
胞の細胞質が染色されたものを陽性とし，臨床病理
因子別に検：翻した．
【結果】
1）Fas染色陽1生率：Dukes分類ではA16．7％（2／12），
B53．8％（7／13），　C50％（2／4），　D25％（1／4）であ
り，組織型では，高分化型腺癌18．8％（3／16），中
分化型腺癌52．9％（9／17）（P＜0．05）
2）FasL染色陽性率：Dukes分類A75％（9／12），
B18．2％（2／13），　C25％（1／4），　D75％（3／4）．組
織型では，高分化型腺癌56．3％（9／16），低分化型
腺癌35．3％（6／17）
【結語】
1）Dukes　Bに比較しDukes　A（p＜0．01）Dukes　D
（p＜0．05）で高率にFasL蛋白発現した．2）中分
化型腺癌で高率にFas蛋白発現した．（p＜0．05）
（外科3）
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PA－6．
VAV蛋白質PHドメイン相互作用分子の
　探索とその遺伝子の単離
【背景と目的】FasはTNF／NGF受容体ファミリー一一・・
に属する分子量45kDaのtype　I膜蛋白であり，　Fas
ligand（FasL）はTNFファミリー属する分子量
40kDaのtype　II膜蛋白である．　FasLは活性化リン
パ球などに発現し，Fas陽性細胞をアポトーシスに
誘導し，腫瘍細胞やウィルス感染細胞を排除すると
考えられている．しかし最近，腫瘍細胞がFasLを
発現し，Fas陽性の活性化リンパ球など免疫担当細
胞をアポトーシスに誘導することにより，宿主免疫
を逃れている可能性が報告されている．一方，
sudaらは癌細胞にFasLを発現させると，穎粒球の
浸潤を惹起し，宿主免疫からの拒絶を加速したと報
告しており，癌細胞におけるFas／FasLの発現の意
義は明らかになっていない．本研究ではヒト大腸癌
組織においてFas／FasLの発現を免疫染色にて評価
し，その役割を検討した．
【対象と方法】ヒト大腸癌33例（男性：女性；
21：12，年齢65．3±9．4，DukesA12例，　B13例，
C4例，　D4例，高分化型腺癌16例，中分化型腺癌
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【目的】造血系特異的に発現するVavは，　Rhoファ
ミリーのRac特異的Gヌクレオチド交換因子
（GEF）として働き，リンパ球の増殖，分化に関与
している．vavのPHドメインは，　GEF活性を持つ
Db1相同（DH）ドメインに隣i接して存在し，　PI3
キナーゼの基質や産物との相互作用が報告され，特
別な機能を担うと想定される．今回，Two　Hybrid
法を用いて，VavのPHドメインと会合する分子を
スクリーニングした．
【方法および結果】マウスVavのPHドメインを
BaitとしたGAL4－based　Yeast　Two　Hybrid　Systemを
使い，C57BしのTリンパ腫細胞株由来のcDNAラ
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イブラリーを対象にPHドメイン会合分子の遺伝子
を探索した．CotransformantsのHIS3発現を目安
にしたアミノ酸要求性に基づくスクリーニングの結
果，陽性クローンを15得た．陽性クローンは，塩
基配列を決定し，5グループに分類した．ホモロジ
ー検索の結果，3グループは，既報のPHドメイン
会合分子と異なる，新規会合分子をコードすると思
われたが，いずれの挿入断片も各ORFの5’側配列
を一部欠いていた．そこで，5’RACE法を適用し，
欠けていた5’側コード領域を増幅した．これらの
断片の配列に基づき作成したprimersを用いたRT・
PCR法で，この会合分子の全長をコードする
cDNAを単離し，　transient　transfection系で発現さ
せた．
【考察】Vav分子内のPHドメインとの会合に基づ
き見出した本分子は，シグナル伝達分子として，造
血系などの細胞の増殖，分化，あるいはアポトーシ
スに何らかの機能を果たしていると考えられる．今
後，本分子の発現パターンや発現の有無による細胞
への影響を調べ，シグナル伝達に果たす機能的役割
を明らかにしていきたい．
PA－7．
ACAID誘導能を有するTG：F」β培養MΦに
おけるco－stimulatory分子の働き
（眼科）
○塚原林太郎，竹内　大，毛塚　剛，臼井正彦
培養を行い，ACAID誘導細胞を作成した．そして
ACAID誘導能を持たないTGF一β非培養Mφと
CD80，　CD86，　CD70およびOX40しの発現をFACS
にて比較した．また，TGF一β非培養Mφあるいは
TGF一β非培養Mφ存在下での抗CD3抗体刺激T細
胞からのIFN一γ，　IL－10の産生量でのこれらの分子
の関与をブロッキング抗体を用いて検討した．
【結果】（1）抗CD3抗体刺激CD4＋T細胞とMφと
の共培養した系で，MφをTGF一βで前処理するこ
とによるCD4＋T細胞のIL4およびIL10産生は差
が認められなかったのに対し，IFN一γ産生は完全に，
また，IL2産生も強く抑制された．また，　TGF一β前
処理したMφではIL12産生が低下していた．（2）
TGF一β前処理したMφにおいては，　CD40発現レベ
ルの明らかな低下は認められず，抗CD40抗体の添
加によってもIFN一γ産生の上昇は認められなかっ
た．（3）TGF一β前処理したMφにおいて，　CD80，
CD86，0×40L，　CD70といったco－stimulatory分子
の発現には明らかな変化が認められなかった．（4）
上記の系において，CD80およびCD86を共に阻害
することにより，TGF一β非前処理Mφ使用群にお
いて，細胞増殖反応の部分的な抑制，IFN一γおよび
IL－10産生の抑制がみられた．一一方，　TGF一β前処理
Mφ使用群においては，細胞増殖反応とIL－10産生
が完全に抑制された．
【結論】ACAID誘導時のTh2系の細胞増殖および
Th2型サイトカインの産生に，　co－stimulatory分子
であるCD80／CD86が関与していると考えられた．
【目的】前房内に投与された抗原に対しては，抗原
特異的な遅延型過敏反応およびIgG2a補体結合性
抗体産生が抑制されることが知られており，この特
異な免疫反応は前房内免疫偏位anterior　chamber
associated　immune　deviation：ACAIDと名付けられ
ている．そして，このACAIDと類似の現象が，
TGF一βと抗原とともに培養したマクロファージ
（Mφ）を静注することによっても認められ，この
ACA［D誘導細胞として働くTGF一β培養Mφはhelper
T細胞のIFN一γ産生抑制，　IL－10産生促進すること
が近年明かとなった．今回，我々はACA【D誘導能
を有するTGF一β培養Mφにおける。（）一stimulatory
分子の働きについて検討を行った．（方法）マウス
由来の腹腔Mφを5ng／m1のTGF一β存在下で一晩
PA－8．
　Castleman病，　Hyaline－vascular　type
　において濾胞間に増殖する“Myofibroblast－
　1ikecells”の免疫組織学的検討
（第一病理）
○原田美貴，黒田雅彦，岩屋啓一
【目的】Castleman’s　disease，　Hyaline　vascular　type
（CDHV）は，濾胞問における血管の増殖が特徴と
されてきた．今回我々は，濾胞間に増殖する短紡錘
形細胞に着目し，この細胞の増殖がCDHVの本態
ではないかと推測して，免疫組織化学的検討を行っ
た．
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